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三三 掌憲を灘馨，人望を観る 灘窒
山　　本　　一　　清
　　　　　　　　　　　　〔“極地探糠のdiと”など〕
　こんど“アムンゼン”の二三を書いて，新潮耐：から出版した．何の間違びか
らか知らないが，自分を三高教授として廣回した新聞があったので，同名異入
と思はれたり，三高へ聞き合はせがあった由，無理もないことである．一極
地探楡といふことは，やはり宇宙眞理の探究の一：方面であって，自分は以前か
ら特別な乱心を持ち，若干の材料も工めてみるので，・昨年秋，新潮阯から話が
あった時にも，承諾したのだった。そして，アムンゼンを中心としたことは，
一度，二戸の例言で講演し，又，西宮や京都でもやったことがあるs尤も，自
分が極地探検に興味を持ってるるのは，只，輩なる學的興味であって，決して
自身が二二に出かけて行きたいはらではない．しかし，職事といふものが，人
類生活の典型的な一場面を表はしてみるやうに，極地探槍といふことも，眞理
探求の典型的な一一一一例として，よく四々其の内容と外形とを味はつて見るべきも
のと竿生から考へてるる．
　アムンゼンは日本へ來たこともある．それは彼の死の一年前，脚ち1927年で
あった．當時，自分は外地へ出張中で，直接に灌ふことは出來なかったけれど，
其の下多や業蹟や，世評などは，ヤ1キ・1ス天文憂のリ1博士などから度々聞
いたこともある．自分の皆既日食遠征に關する興味や手法はアムンゼンの探検
術に働まされる黙が多いことを藪に告白する吹第である．
　アムンゼンが三界に遺した三蹟は地二二の二二と研究とであった。此の三蹟
は，彼の死後十飴年を維た今日，未だ全部獲表されてみす，オスPのアカデミ
の文庫中に保存されてみる．アムンゼンの先師はナンゼン博士であった．ナン
ゼンは’アムンゼン’ぼど派手ではなかったけれど，グリンランド横断や，北氷洋
漂流計書や，北極への徒歩突進などによって，其の眞理探求に封ずる熱心と聰
明とは伺はれる．晩年彼は雲際聯盟の囑託を受けて，哀れむべきアルメニヤ人
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の救濟に從訂した一面は，叉，其の人類愛の貴V・表はれと見ることが二二る．
　アムンゼンより百何十年も前，南極洋を一一raした偉傑はキャプテン・ククであ
った．しかも彼れが最初に遠洋へ乗り出したのは，1768年9月3日の金星の太陽
面通過を，南山手洋のタヒ1ティ島で観測した時である．それから彼れの南洋探
槍が始まったのである．二部と天文學との關係の深いことが藪でも暗示されて
みる．
　いっかは，自分は，ナンゼンとククとの面面を書いて見たいと思ってみる．
それに，コロンブスの資料も多少持ってるるので，由れも，何とかものにした
いと思ふ．一一一一一アムンゼンが死んで，最近年は南極や北極の探槍は非常に賑や
かなビジネスになって了つた。弓勢の憂化といふものは，こんなものか1　今
日のやうな職時では，三二に三論はあるまいが，2～3年前までは，北極の附近
に出かけてみる探槍隊が二三十もあるとV・ふ有様であったのだから，もはや探
槍も芝居がかりの英雄時代は囲んで了つたと言って好からう．それにしても，
我が日本の人々が誰一人こうした極地探槍に從点してみないのは残念である．
A今年も，下士期に入ると，火星がやって來る，二郎も近づく，金星も現はれ
て來る．何だか，急に忙がしくなって來たやうに感じる．今年の火星は，赤緯
が高いので，一一一・昨年のときのやうな苦螢をしないで，比較的に楡快な観測が出
來るだろう．一昨年のときぼどの多人血のメンバは不要であろうけれど，伊達
課長の統制の下に，10人ばかりの熱心家が，奮闘されんことを望む．
　火星を襯測する人は，日蝕を断念しなければならない。日蝕ア或は火星か？
だ。日蝕は昭和11年に北海道で可なり多くの人kが實黒したのだから，あの年
に，何かの都合で見なかった年々だけが出かけたら好かろう．
　こんどの皆甑日蝕は，一寸，地圖だけ見ると，北海道の場合よりも，よほど
良い観測地がありさうだけれど，實は，さうでなV、．皆既線は，中央アジヤか
ら支那の中部を横断して，豆煎や琉球にやって來るのだけれど，よく調べて見
ると，中央アジヤのロシヤ領は，なにぶんにも遠い外國のことであるから，少
々面倒である．奥支那は，蒋介石や中共の地盤であるから，普通の日本人には
全く駄目．次ぎに武漢方面から東支那海岸：方面も，さて行くとなると，事實上
の困難が多く，「ﾁに現下の國策上，此の地方へ出かけることは，官民共に，ひ
かへた方が良いといふ状勢である。殊に，天気の黙から見ても，五分五分の成
功峯しか無いやうな此の種の仕事だから。最後に，二三と琉球とだが，姦轡で
は，有名な天恩悪のため，基隆は90％まで望みは無い．二二市は皆既線外であ
る．淡水ではGrazing　contactだが，こsへ行く人はよほど物好き者だろう．
　只，琉球の石垣島だけは，観測地として普通の日本人が容易に行き得る可能
性がある．鹿見島からでも，基隆からでも，船の便はある．しかし，行って滞
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在中のこと，欝風のこと等考へると，何だか心細くならざるを得ない．
　どうも，北海道の時に比べて，今回の日蝕行は百倍ぐらみの困難があると思
はれてならないe勿論，豪華船に乗って，＝ウ91ク維由で往復し得る南米ペ
ル1の比ではない。一むしろ，學術に殉ずる熱心のあるものは，進んでロシ
ヤに入るべきだと思ふ。日ソ中立條約の結ばれた今は，決してソ聯が日本の敵
ではないのだから．（1941－5－3）
ff；製こ於鯵愚馨馬煙羅の隼鍔縫と，機晃巻農ぴ馨墨名
　　　（天界226號に載せたものの訂正と檜補です）
1．1903年7月15日，新彗星（“ボレリ”），横暴市，（故）井上四郎氏．
2．1919年10月19嘉応彗星（“メトカ1プり，京都大學天文蔓，（故）佐々木哲
　　　夫氏．
3．1919年10月26日，新彗星（“ブインレイ彗星”），京都大學天文璽，（故）佐々
　　　木暫失産．
4．1920年5月25日，“第ニテムペル彗星”・京都大學天文毫・蕎漉敬猷氏・
5．1922年11月29日，“ペライン彗星”，京都大學天：文殻，申村要論．
6．1925年6月，“第二・テムペル彗星”，大阪市，喜潴敏猷氏．
7．1925年12月3日，新彗星（“ペルテア・ヰルク”），長野縣，田中静人氏．
8．1928年10月28日，新身i星，7k澤緯度観測所，出崎羅摂氏．
9。1930年11月13日，新彗星，京都大學花山天丈毫，（故）中村　要氏．
10．1932年7月17日，新彗i星，丸盆加州ブPIり村，（故）長腰政二氏．
11．1936年7月17日，新彗星，東京，下口茂氏．
12．1937年1月31日，‘‘ダニエルー彗星”，静岡縣島田町，溝水糞一氏．
13．／937年9月13日，“エンケ彗星”，廣島縣，本田　實氏．
14．1939年4月23日，新彗星（“ハセル”）、倉敷天文毫，岡林滋樹氏．
15．1939年11月13日，新彗星（s．‘フレンド”），倉敷天二二，岡林滋樹氏．
16．1940年10月1日，新彗星，倉敷天文蔓，岡諌滋轡氏．
17．1940年10月4日，新彗星（‘‘岡林”），庚藩邸，本田　實氏．
18．11941年1月21日，新彗星C‘フレンド”），〃　本田　實氏．
19．1941年2月3日，新彗星（“パラスケデ”），〃　本田　實氏．
20．1941年2月5日n新彗星（“パラスケプ7），長野縣，金森丁壽氏．
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